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計
調
聞

で
す
A
V

と
れ
に
よ
君
、
従
来
的
持
施
工

後
的
不
始
末
な
ど
も
際
情
刑
事
れ

ま
す
し
、
淡
水
掛
質
的
不
櫛
識
の
潟

水
家
放
の
復
m
回
一
ム
楽
な
ら
ぴ
に

各
家
庭
の
給
水
渓
僚
の
修
繕
等

も
、
総
当
悼
相
噛
此
工
事
活
t
p
念
場

に
間
間
に
合
わ
な
い
よ
う
な
降
、

前
常
務
に
応
え
ら
れ
る
緩
統
制
胤
援

等
も
検
討
中
a

で
す
。

水
道
工
事
費
り
出
張
徴
収

中
期
で
伸
弘
、
水
渓
給
水
工
事
畿

の
山
同
議
後
伽
献
を
次
丹
ご
と
お
争
行

な
い
ま
す
の
で
‘
該
当
泡
町
悼
の

ふ
点
は
防
波
数
紋
の
ご
柏
帥
カ
を
お

間
関
い
い
た
L
ま
ず
。

な
お
、
納
付
警
な
紛
失
し
て

し
ま
っ
た
方
は
の
議
所
に
お
い
て

欝
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
器
問

食
品
仏
持
参
の
う
え
お
い
で
く
だ

身。、。

出wセ
丹
十
九
段
(
午
後
一
勝
か

ら
午
後
一
一
一
時
ま
匂
〉
と
哲
わ

向日、
J
7
3
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所
得
税
第
一
期

納
期
は
今
月
末

所
得
税
第
一
熔
分
の
約
制
剤
は

七
月
一
一
…
十
一
白
で
す
。

ま
だ
、
納
税
の
お
済
み
で
な

い
方
は
、
七
月
来
持
ま
で
に
お

慾
れ
な
く
お
近
く
の
余
州
問
機
僚

に
お
納
め
く
だ
き
い
。

内
松
戸
税
務
総
レ
|

一

代

別

一

戸

入

一

一

世

m叩
橡

裕

一
沖
地

f
f
d
p
h
y
J
腕一

…

j
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一コッ，
i
i
r
F
燃

…
べ
~
匝
日
嗣
盤
町
曜
講
金

一
タ
/
属
酷
題
曲

夏
休
み
に
多
い
交
通
併
故

逐
転
叫
ず
も
滋
労
の
時
吋
は
仲
総
与
え
る

毎
年
変
に
な
る
と
受
述
為
抽
供
会
少
な
く
す
る
よ
う
に
心
が

が

多

発

し

ま

す

。

け

る

。

、
に
か
く
夏
坤
同
級
き
m
り
た
め
議
時
二
、
子
批
判
の
事
故
防
広

出
刃
に
な
号
、
ま
た
、
学
校
も
笈

O
況
は
き
び
し
い
義
さ
に
よ

ル
悼
み
に
入
号
、
気
む
ゆ
る
み
が
る
心
身
の
絞
労
宇
、
疫
体
み

で
て
泰
欽
も
多
く
な
守
ま
す
の
に
入
っ
た
泣
誌
慌
の
ゑ
浴
の
繁

で
、
み
ん
な
明
、
次
の
よ
う
な
こ
化
な
ど
か
ぽ
凶
闘
で
、
こ
ど
も

主
に
絞
殺
し
て
獲
し
い
哀
を
汲
の
交
通
事
殺
が
一
議
多
い
の

ど
し
ま
し
ょ
う
ω

は
八
バ
マ
す
Q

一
、
笈
ば
暑
さ
mu
た
め
と
か
く

O

W札
く
に
続
出
関
歩
道
の
必
め
る

滋
労
に
な
れ
ツ
が
ち
で
す
a

k

こ
ろ
で
は
必
子
絞
り
に
従

こ
ん
な
と
き
線
国
政
な
し
て
っ
て
予
を
め
げ
て
緩
ワ
ま
し

家
を
幾
絞
す
る
と
、
つ
い
懸
ょ
う
。

腕
恥

h
J
遂
絞
に
な
れ
ソ
争
犬
き
な

O
事
の
渓
治
、
廷
後
は
決
し

事
故
安
綴
こ
し
や
す
い
母
て
絞
ら
な
い
。

で
、
滋
労
滋
訟
を
防
ぐ
た
め
ハ
V

遂
路
上
で
の
遊
び
は
さ
せ

に
次
の
点
に
十
分
注
意
し
て
な
い
。

く
だ
さ
い

6

0

交
致
時
散
し
い
滋
時
間
で

8

0
緩
れ
て
い
る
k
思
っ
た
ら
』
監
察
に
の
ら
な
い
。

惑
を
無
線
に
遂
転
せ
ず
さ
し
と
れ
ら
の
こ
と
に
十
分
江
主
一
品

控

え

る

“

し

て

、

暑

い

夏

を

変

通

事

絞

り

ハU

長
岡
陣
掛
離
を
逮
絞
ず
る
と
き
な
い
楽
し
い
反
体
み
ぶ
し
た
い

は
途
中
と
き
ど
き
休
み
な
も
の
で
す
。

が
ら
明
期
総
す
る
な
ど
、
疲
労

掛
何
年
慾
討
議
戸
地
一
れ

@
七
月
二
十
一
銭
円
午
後
…
時

か
ら
午
後
三
時
ー
ま
で
V

毅
一
戸

資
制
十
指
掛
島
袋
一
戸
地
一
弘

@
七
nn二
十
八
民
内
午
後
一
時

か
ら
午
後
一
日
一
時
ま
で
‘
絵
師
開

子
駅
愉
刑
務
昭
一
敬
滋
事
務
所
島

本
町
二
、
本
町
三
の
各
地
区

ま
氏
、
他
地
訟
に
お
い
て
も

八
月
に
突
綴
す
る
予
匁
で
す
。

時
時
期
制
に
つ
い
つ
は
八
月
一
円
口
婚

の
広
報
あ
び
と
を
ど
滋
く
だ
さ

、。L
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受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
義
務

づ
け
ら
れ
た
も
の
T
す
の
で
‘

ぶ
ら
ず
受
診
し
て
く
だ
い
。

H事綿

雲:00-1号:30
11:号車-12:ω
14:00-15:30 

今
回
受
げ
ら
れ
な
か
ア
に
方

は
、
納
削
除
後
浴
室
で
行
っ
て
議

く
こ
主
い
い
な
ち
ま
す
。

書:00-10:00
12:00-15:30 

事・00-11:ω
13:00-15:00 

9:00-11:30 
13:3号-15:30

9:00-11:30 
13:30-15:3号

9:00-11:30 
13:30-15:30 
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少
年
野
湾
総
合
せ

少
年
野
球
大
会
は
、
七
月
二

十
七
絞
か
ら
人
R
n
d
行
士
で
の

梢
制
開
聞
で
際
機
し
ま
す
め
哨
し
ご
声

援
く
引
い
き
い
d

時
時
弘
明
は
我
柑
矧
チ

中
間
砂
町
叫
打
球
場
(
我
孫
チ
山
中
央
会

陣内輪開
V

ぬ
七
H

月
二
十
五
呂
午
紛
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時
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十

分
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災
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①
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小
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タ
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サ
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〉
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一
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門
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山
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…
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日
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八
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一
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決
勝
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